
（様式１－１）

１学年 ２学年 ３学年

聞くこと
クラスルームイングリッシュや簡単な指示・簡単な説明を聞き、理解するこ
とができる。

自然なスピードで話される指示や簡単な説明を聞き、理解することができ
る。

対話文や説明文など様々なジャンルの英文を聞いて、概要や要点を正
確にとらえることができる。

多くの支援を活用すれば幅広い分野の英語を聞き取り、概要を把握する
ことができる。

一定の支援を活用すれば英検準2級程度の英語を聞き取り、要点を押さ
えながら概要を把握することができる。

支援をほとんど活用しなくても説明文などの様々な自然なスピードで話さ
れる２００語程度の英文について、質問されている情報を正確に捉えるこ
とができる。

読むこと まとまった文章を読み必要な情報を読み取ることができる。 様々なジャンルの英文に触れ、文構造を意識した読み方ができる。
評論や説明文等様々なジャンルの英文を、速読・精読などの目的に応じ
た読み方ができる。（スキミング・スキャニング等含む）

多くの支援を活用すればわからない語があっても、前後関係から推測し
て読み進め、要点をつかむことができる。

一定の支援を活用すれば英検準2級～2級程度の英文をWPM100 で読
み、内容が理解できる。

支援をほとんど活用しなくてもパラグラフの構造やパラグラフ相互の関係
を把握しながら、効率よく本文の概要を捉えることができる。また、８５０語
程度の英文を１４０ＷＰＭで正確に読むことができる。

話すこと
［やり取り］

多くの支援を活用すれば学習した文法、語彙を使って身近な話題につ
いて伝え合うやりとりを続けることができる。

一定の支援を活用すれば学習した文法、語彙を使って身近な話題につ
いて即興で伝え合うことができる。

支援をほとんど活用しなくても、読んだり、聞いたりした英文の内容を、自
分の言葉（英語）で簡潔に伝え、会話を展開することができる。

社会的な話題について自分の考えを論理的に相手に伝わるよう、単語で
はなく、文で述べることができる。

自分の言葉で簡潔に学習した内容をパラフレーズして述べることができ
る。

与えられた話題について、自分の使える語彙や表現を駆使して簡潔に
即興で話し、質問にも答えることができる。

話すこと
［発表］

日常的な話題について、事前に準備し、多くの支援を活用すれば、基本
的な語句や文を用いて情報や考えを論理的に話すことができる。

日常的な話題について、事前に準備し、一定の支援を活用すれば、基
本的な語句や文を用いて情報や考えを論理的に話すことができる。

読んだり、経験して得た情報について、支援をほとんど活用しなくても自
分の意見を理由や根拠を明らかにし、相手に伝わるように論理的に述べ
ることができる。

社会的な話題について、事前に準備し、多くの支援を活用すれば、基本
的な語句や文を用いて情報や考えを論理的に話すことができる。

社会的な話題について、事前に準備し、一定の支援を活用すれば、基
本的な語句や文を用いて情報や考えを論理的に話すことができる。

与えられた話題について、自分の使える語彙や表現を駆使して簡潔に
即興で話し、質問にも答えることができる。

書くこと
多くの支援を活用すれば日常的な話題について、学習した文法、語彙を
用いて６０～80語程度で自分の考えを書いて伝えることができる。

一定の支援を活用すれば多角的な視点から幅広い事象をとらえ、論理
的な文章を100～120語程度で書くことができる。

支援をほとんど活用しなくても自分の経験を通じて得た情報をまとめ、さ
らに自分の考えについて、読み手に伝わるまとまりのある文章を書くこと
ができる。

文章構成の基礎を理解し、簡単な英文レポートを作成し発表することが
できる。

自分の興味のある分野について具体例をあげながら3パラグラフ以上書
くことができる。

社会的な話題に関して１５０語程度の英文で、まとまりのある英文を書き、
相手に伝えることができる。

※　達成度は、Ａ(おおむね80%以上)・Ｂ(おおむね60%以上）・Ｃ（おおむね40%以上）・Ｄ（おおむね40%未満）の４段階。
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育てたい生徒像 英語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、情報や考えなどを理解したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養う。


